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秋の木曾駒ヶ岳千畳敷カール
モルゲンロート

放
り
投
げ
か
ら
１
ヶ
月
余
。
自
民

党
内
茶
番
劇
の
末
誕
生
し
た
岸
田

首
相
は
、
10
月
８
日
に
国
会
で 

初

の
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

岸
田
は
、「
信
頼
と
共
感
を
得
ら

れ
る
政
治
が
必
要
」
だ
と
し
て
、

「
国
民
と
車
座
の
対
話
」
や
「
行
政

の
在
り
方
を
徹
底
的
に
点
検
す
る
」

こ
と
、「
格
差
」
と
「
分
断
」
の
是

正
へ
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」

を
も
た
ら
す
「
新
し
い
資
本
主
義
」

を
実
現
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、広
島
出
身
の
首
相
と
し
て
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
向
け
て
「
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
の
責
務
」

を
果
た
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
自
由
主
義
」
が
格
差
と
分
断

を
も
た
ら
し
た
と
い
う
認
識
を
示

し
な
が
ら
、
具
体
策
で
は
、
新
自

由
主
義
亜
流
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
か

ら
の
転
換
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
の
ち
を
粗
末
に
し

て
き
た
コ
ロ
ナ
対
策
の
問
題
点
へ

の
反
省
も
な
く
、
ア
ベ
・
ス
ガ
政

権
が
「
信
頼
と
共
感
」
を
損
ね
た

原
因
で
あ
る
モ
リ
カ
ケ
・
サ
ク
ラ

や
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
に
切
り
込

む
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

憲
法
改
悪
や
安
保
政
策
な
ど
、

ア
ベ
・
ス
ガ
政
権
継
承
の
姿
勢
も

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
内
閣
の
問
題
点
は
「
政
治

と
カ
ネ
」
で
す
。
自
民
党
幹
部
に

起
用
さ
れ
た
甘
利
明
幹
事
長
の
収

賄
事
件
、
小
淵
優
子
組
織
運
動
本

部
長
の
買
収
と
ド
リ
ル
事
件
に
つ

い
て
、
報
告
も
説
明
も
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
閣
僚
の
う
ち
半
数
以
上

が
カ
ネ
を
め
ぐ
る
悪
質
な
疑
惑
や

ハ
レ
ン
チ
事
件
を
起
し
た
経
緯
が

あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

総
裁
選
の
論
功
や
派
閥
均
衡
・

順
送
り
人
事
と
い
う
悪
し
き
自
民

党
体
質
は
温
存
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

何
よ
り
も
問
題
な
の
は
、
岸
田

政
権
を
安
倍
・
麻
生
の
ゾ
ン
ビ
コ

ン
ビ
が
裏
で
支
配
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
で
は
、
疑
似
政
権
交

代
の
役
割
す
ら
果
た
せ
ま
せ
ん
。

　

退
職
者
会
の
目
標
は
「
い
の
ち

と
く
ら
し
、
人
権
を
守
る
政
治
の

確
立
へ
向
け
て
、
自
民
党
政
治
を

終
わ
ら
せ
る
」
こ
と
で
す
。
立
憲

野
党
を
勝
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
投

票
日
は
10
月
31
日
の
見
込
み
で
す
。

岸
田
＝
安
倍
・
麻
生
の
ゾ
ン
ビ
支
配
政
権

衆
院
選
で
自
民
党
政
治
の
終
わ
り
へ
！

　

ス
ガ

の
政
権

新
し
い
資
本
主
義
実
現
を
表
明

ア
ベ
・
ス
ガ
継
承
姿
勢
鮮
明

カ
ネ
ま
み
れ
の
閣
僚
と
党
幹
部

総
選
挙
で
政
治
を
変
え
よ
う
！
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９
月
29
日
、
全
水
道
会
館
で
「
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
96
条
改

悪
反
対
連
絡
会
議
」
主
催
の
衆
院
選
勝
利
へ
向
け
た
集

会
が
開
か
れ
、
３
名
の
方
が
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
問
題

提
起
は
全
労
協

議
長
渡
邉
洋
さ

ん
、「
コ
ロ
ナ

禍
の
オ
リ
・
パ

ラ
強
行
」
の
問

題
点
を
指
摘
。

　

五
輪
憲
章
に

発
言
、
開
会
式
企
画
者

の
差
別
問
題
も
起
き
た
。

オ
リ
・
パ
ラ
で
コ
ロ
ナ

の
感
染
は
拡
大
し
、
医

療
は
崩
壊
し
た
が
、
竹

中
平
蔵
は
「
死
者
が
少

な
い
か
ら
い
い
」
と
、

い
の
ち
軽
視
の
発
言
。

　

労
働
強
化
と
労
働
者

使
い
捨
て
が
横
行
し
、

都
庁
労
働
者
は
コ
ロ
ナ

と
オ
リ
・
パ
ラ
の
二
重

苦
。
オ
リ
・
パ
ラ
準
備

対
応
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員

の
穴
埋
め
に
非
正
規
職

員
を
大
量
採
用
。
低
賃

金
で
働
か
さ
れ
、
年
度

末
で
雇
用
打
ち
切
り
。
労
働
者
の

使
い
捨
て
は
許
せ
な
い
。

医療放棄をすすめる自民党政治の継承を許すな！
地域運動と野党共闘を強化し衆院選に勝利を！

オ
リ
・
パ
ラ
強
行
で
医
療
は

崩
壊
し
、
労
働
者
使
い
捨
て

選
挙
独
裁
を
打
ち
破
れ
！

非
正
規
廃
止
の
運
動
を
！

け
で
な
く
、
参
院
選
、
自
治
体
選

挙
が
大
事
。
地
方
を
変
え
な
い
と

民
主
党
政
権
の
二
の
舞
に
な
る
。

が
跋
扈
、
米
Ｔ
Ｖ
放
映
権
の
関
連

に
よ
り
猛
暑
下
で
開
催
さ
れ
、
国

威
発
揚
等
政
治
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
は
最
初
か
ら

問
題
だ
ら
け
。
安
倍
は
招
致
時「
福

島
は
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

と
ウ
ソ
を
つ
き
、
森
の
女
性
蔑
視

挙
独
裁
を
打
ち
破
り
、
憲
法
を
活

か
す
政
治
に
転
換
を
」
で
し
た
。

　

違
憲
立
法
が
通
り
労
働
基
本
権

が
足
蹴
に
さ
れ
る
の
は
、
選
挙
独

裁
だ
か
ら
。
民
主
主
義
で
は
な
い
。

　

55
年
体
制
で
は
、
労
働
運
動
・

市
民
運
動
が
自
民
党
独
裁
に
ク
サ

ビ
を
打
っ
て
い
た
が
、
社
会
党
・

総
評
ブ
ロ
ッ
ク
が
解
体
さ
れ
た
。

　

60
年
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
福
祉

社
会
が
目
標
だ
っ
た
。
73
年
の
高

度
成
長
破
綻
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減

へ
転
換
。
賃
金
も
税
も
社
会
保
障

も
資
本
の
負
担
削
減
へ
、「
日
本
型

福
祉
社
会
」
が
提
起
さ
れ
自
助
社

会
に
転
換
、
医
療
の
脆
弱
さ
な
ど
、

社
会
的
基
盤
が
崩
さ
れ
た
。
小
選

挙
区
制
で
一
党
独
裁
に
な
り
、
選

挙
独
裁
下
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
支

配
さ
れ
、
分
断
社
会
に
な
っ
た
。

　

15
年
９
月
の
戦
争
法
成
立
過
程

で
「
野
党
は
共
闘
」
の
発
想
が
生

ま
れ
、
野
党
共
闘
へ
。
総
選
挙
だ

反
す
る
商
業
主
義

　

２
番
目
の
問
題

提
起
は
、
新
社
会
党

書
記
長
の
長
南
博

邦
さ
ん
に
よ
る
「
選

　

最
後
の
問
題
提
起

は
、「
日
本
労
働
運

動
の
再
生
」
を
中
心

に
、
主
催
団
体
協
同

代
表
の
二
瓶
久
勝
さ
ん
が
提
起
。

　

自
公
政
権
が
進
め
て
き
た
医
療

費
削
減
政
策
の
所
為
で
コ
ロ
ナ
感

染
自
宅
放
置
者
が
千
人
近
く
死
に
、

オ
リ
・
パ
ラ
強
行
で
医
療
崩
壊
し
、

一
般
疾
病
患
者
の
入
院
制
限
も
生

じ
た
。
検
査
と
医
療
態
勢
の
拡
充

を
放
棄
し
、
補
償
な
き
自
粛
強
制

の
み
で
は
、
対
策
と
は
い
え
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
で
休
業
・
廃
業
は
５
万

件
を
超
え
、
失
業
者
は
実
質

５
百
万
人
と
い
わ
れ
る
。
非
正
規

労
働
者
は
40
％
に
な
り
、
貧
困
が

加
速
し
て
い
る
。
大
企
業
の
内
部

留
保
は
475
兆
円
、
労
働
者
の
賃
金

は
20
年
も
横
ば
い
。
労
組
は
ス
ト

を
打
て
ず
、
組
合
員
は
減
少
、
危

機
的
状
況
だ
。
非
正
規
の
廃
止
へ

向
け
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の

枠
を
取
っ
払
っ
た
運
動
が
必
要
。

　

選
挙
は
大
事
だ
が
、
そ
の
後
の

運
動
の
継
続
が
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
。
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10月20日（水）

午前１０時「月島」駅改札前集合

参加費２,000 円 じ
ゃ
」
が
実
施
で
き
れ
ば
、
屋
外

の
行
事
と
し
て
は
19
年
11
月
の「
ち

よ
だ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
以
来
、

１
年
11
月
ぶ
り
で
す
。

　

現
時
点
で
15
名
の
申
込
み
が
あ

り
、
実
施
決
定
で
す
。
も
ん
じ
ゃ

店
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
、
追
加
は
可
能
で
す
。

秋
の
行
事
は
実
施
可
能
！
ワ
ク
ワ
ク

11
月
26
日
の
日
帰
り
旅
行
も
募
集
開
始

10
月
20
日
の
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク
は

　

ま
だ
参
加
申
込
み
が
可
能
で
す

秋のフィールドワーク
つくだ・つきしま探訪
江戸の風情と現代が重なる街
「もんじゃ」でビール付ランチ

住吉神社 お昼はコレ

秋の親睦日帰りバス旅行

渋沢栄一生家

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
９
月
末
で

解
除
さ
れ
、
感
染
者
数
も
か
な
り

減
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、

秋
の
行
事
は
や
れ
そ
う
で
す
。

　

10
月
20
日
予
定
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
「
佃
・
月
島
探
訪
と
も
ん

参
加
し
よ
う
か
思
案
中
の
方
は
、

早
め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

11
月
26
日
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

の
参
加
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
晴
天
を

衝
け
」
に
触
発
さ
れ
た
ミ
ー
ハ
ー

な
企
画
「
新
１
万
円
札
の
顔
～
渋

沢
栄
一
史
跡
め
ぐ
り
in
深
谷
」
で

す
。
参
加
費
６
千
円
は
断
然
お
得

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
介
添
者

の
割
引
き
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
の
リ
バ
ウ
ン

ド
が
心
配
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
願
い
た
い
で
す
ね
。

１
年
11
月
ぶ
り
の
屋
外
行
事
で
す

日
帰
り
旅
行
の
募
集
を
開
始

11月26日（金）

新１万円札の顔 渋沢栄一
史跡めぐり in 深谷

 ●池袋集合／解散
　 日帰りバス旅行
　 昼は深谷名物
　 「にぼうとう」
 ●参加費６,000 円
 ◆参加する方は 11月９日までに連絡を。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
「
書
面
開
催
」

と
し
た
第
13
回
定
期
総
会
の
議
案

等
賛
否
投
票
を
、
９
月
９
日
締
切

り
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

投
票
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

▽
会
員
数　

１
０
８
名

▽
過
半
数　
　

５
５
名

▽
賛　

成　
　

６
４
名

　

過
半
数
を
上
回
る
賛
成
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
13
回
定
期
総
会
（
書
面
開
催
）

議
案
の
決
定
に
基
づ
き
、
会
費
の

納
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

会
費
は
２
千
円
で
す
。「
郵
便
振

替
用
紙
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

郵
便
局
で
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
変
恐
縮
で
す
が
、
事

務
費
の
節
減
の
た
め
、
会
費
納
入

は
郵
便
局
の
窓
口
で
は
な
く
極
力

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

お
会
い
し
た
際
に
現
金
で
納
付
し

て
い
た
だ
く
の
が
一
番

う
れ
し
い
の
で
、
可
能

な
方
は
よ
ろ
し
く
。

定
期
総
会
議
案
成
立

会
費
納
入
を
よ
ろ
し
く
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政
府
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故

に
伴
い
発
生
し
た
「
ト
リ
チ
ウ
ム

を
含
む
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
海
洋

放
出
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
漁

業
関
係
者
の
反
対
を
無
視
し
た
決

定
は
、
原
発
事
故
被
害
者
に
さ
ら

な
る
犠
牲
を
強
い
る
も
の
で
す
。

　

政
府
も
東
電
も
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
多

核
種
除
去
装
置
）
に
よ
り
ト
リ
チ

ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
は
除
去

さ
れ
て
お
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
濃

度
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

飲
料
水
基
準
の
７
分
の
１
程
度
に

薄
め
て
放
出
す
る
の
で
、
環
境
へ

の
影
響
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
素
と
同
じ
化

学
的
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
呼

吸
や
皮
膚
を
通
じ
て
体
内
に
入
り
、

タ
ン
パ
ク
質
や
遺
伝
子
の
中
に
水

素
に
代
わ
っ
て
取
り
込
ま
れ
、
容

易
に
代
謝
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
説
で

は
15
年
も
ベ
ー
タ
線
を
出
し
続
け

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
問

さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ト
リ
チ

ウ
ム
は
、
遺
伝
子
そ
の
も
の
を
破

壊
す
る
と
い
う
極
め
て
危
険
な
性

質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ト
リ
チ
ウ
ム
の
危
険
性
を
過
小

評
価
す
る
の
は
科
学
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
は
稼
働

中
た
び
た
び
不
具
合
を
お
か
し
て

お
り
、
処
理
水
中
に
は
、
地
球
最

悪
の
毒
物
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
等
の

放
射
性
物
質
が
か
な
り
な
濃
度
で

残
っ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。「
処
理
水
」
で
は
な
く
明
確
に

「
汚
染
水
」
な
の
で
す
。

　

フ
ク
シ
マ
の
被
害
者
の
声
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、『
ト
リ
チ
ウ
ム
を

含
む
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

方
針
再
検
討
を
求
め
る
署
名
』
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
座
市
に
本
社
が
あ
る
日
本
を

代
表
す
る
電
気
機
器
メ
ー
カ
ー
の

サ
ン
ケ
ン
電
気
は
、
労
働
組
合
を

忌
避
し
て
韓
国
の
子
会
社
「
韓
国

サ
ン
ケ
ン
」
を
解
散
、
全
労
働
者

を
解
雇
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
抗
し

て
闘
う
韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
支
援

の
運
動
が
、
全
労
協
な
ど
に
よ
り

行
わ
れ
、
尾
澤
孝
司
さ
ん
は
「
支

援
す
る
会
」
事
務
局
次
長
し
て
、

活
動
の
中
心
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
10
日
、
新
座
警
察
署
は
、

韓
国
労
働
委
員
会
に
よ
る
和
解
勧

告
内
容
を
伝
え
る
た
め
本
社
を
訪

れ
た
尾
澤
さ
ん
が
、
社
前
で
警
備

員
に
少
し
触
れ
た
こ
と
を
「
暴
行
」

だ
と
し
て
不
当
逮
捕
、
さ
い
た
ま

地
方
検
察
庁
は
「
威
力
業
務
妨
害
」

容
疑
を
加
え
て
起
訴
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
座
警
察
署
に
５
ヵ

月
も
拘
留
さ
れ
続
け
、
弁
護
士
に

よ
る
保
釈
請
求
も
異
議
申
し
立
て

も
却
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
人
の

体
調
も
心
配
で
す
が
、パ
ー
ト
ナ
ー

の
邦
子
さ
ん
は
癌
で
闘
病
中
で
あ

り
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

弾
圧
目
的
の
で
っ
ち
上
げ
逮
捕
、

起
訴
し
た
検
察
庁
、
面
会
す
ら
認

め
な
い
非
人
道
的
対
応
を
続
け
る

裁
判
所
の
無
法
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

全
労
協
、
東
京
清
掃
は
尾
澤
さ

ん
の
早
期
釈
放
を
求
め
て
署
名
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
尾
澤
さ
ん
は

退
職
者
会
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す

す
。『
尾
澤
孝
司
さ
ん
の
早
期
釈
放

を
求
め
る
署
名
』
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

今年３月の東京総行動で　
「韓国サンケン労組支援」を

訴える尾澤孝司さん

福
島
第
一
原
発
事
故
の

汚
染
水
を
海
に
流
す
な
！

題
な
の
は
、
セ

シ
ウ
ム
等
の
よ

う
に
ベ
ー
タ
線

を
出
し
て
被
爆

処
理
水
は
安
全
な
の
か
？

ト
リ
チ
ウ
ム
は
極
め
て
危
険

処
理
水
で
は
な
く
「
汚
染
水
」
だ

放
出
再
検
討
の
署
名
に
ご
協
力
を

警
察
権
力
と
司
法
に
よ
る
弾
圧
を
許
す
な
！

尾
澤
孝
司
さ
ん
を
た
だ
ち
に
釈
放
し
ろ
！

争
議
支
援
の
中
心
を
担
う
尾
澤
さ
ん

許
せ
な
い
！
不
当
逮
捕
・
長
期
勾
留

全
労
協
・
東
京
清
掃
が
署
名
開
始
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戦
争
法
強
行
か
ら
ま
る
６
年
の

９
月
19
日
、
国
会
正
門
前
で
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
併
用
の
19
日
行
動
が

開
か
れ
、
退
職
者
会
は
７
人
参
加
。

　

主
催
者
は
、「
ア
ベ
の
政
権
放
り

投
げ
か
ら
１
年
で
ス
ガ
も
政
権
を

放
り
出
し
た
。
無
責
任
極
ま
る
が
、

私
た
ち
の
運
動
に
よ
り
追
い
詰
め

た
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
自
民
党

総
裁
選
で
政
権
か
ら
の
離
反
を
止

め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、誰
が
や
っ

て
も
同
じ
だ
。
コ
ロ
ナ
の
失
政
で

自
宅
放
置
の
ま
ま
の
死
亡
が
続
出

し
て
い
る
。
い
の
ち
を
守
る
政
治

へ
の
転
換
が
必
要
だ
。
市
民
連
合

と
野
党
の
政
策
合
意
を
基
に
野
党

共
闘
で
本
物
の
政
権
交
代
を
実
現

し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

立
憲
野
党
の
挨
拶
に
続
き
、「
立

憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
会
」「
安
全
保

障
関
連
法
に
反
対
す
る
学
者
の
会
」

「
元
・
自
由
と
民
主
主
義
の
た
め
の

学
生
緊
急
行
動
」「
安
保
関
連
法
に

反
対
す
る
マ
マ
の
会
」「
市
民
連
合
」

が
発
言
。「
ア
ベ
・
ス
ガ
政
権
に
よ

り
壊
さ
れ
た
統
治
シ
ス
テ
ム
が
機

能
不
全
を
起
し
、
隠
ぺ
い
に
よ
り

民
主
主
義
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

行
政
機
能
の
再
構
築
が
必
要
、
誰

の
た
め
に
税
を
使
う
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
総

選
挙
を
本
気
の
野
党
共
闘
で
勝
利

す
る
こ
と
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
が
首
班
指
名
を
受
け
る
た

め
の
み
を
目
的
と
し
て
臨
時
国
会

が
召
集
さ
れ
た
10
月
４
日
昼
、
国

会
議
員
会
館
前
歩
道
で
国
会
開
会

日
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
、「
オ
リ
・
パ
ラ
強
行

に
よ
り
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
拡
大
さ

せ
、
医
療
が
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く

な
る
方
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
は
人

災
だ
。
ス
ガ
が
辞
め
て
も
免
罪
さ

な
い
。
ア
ベ
・
ス
ガ
政
治
の
継
承

政
権
に
政
治
は
託
せ
な
い
。
総
選

挙
で
政
治
を
変
え
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
多
数
の
立
憲
野
党
国

会
議
員
が
駆
付
け
、
各
党
代
表
が

挨
拶
。
市
民
の
訴
え
は
、「
市
民
連

合
」「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
改

憲
問
題
法
律
家
団
体
連
絡
会
」、
反

貧
困
ネ
ッ
ト
の
瀬
戸
大
作
さ
ん
が

「
コ
ロ
ナ
禍
で
20
～
30
歳
代
の
困
窮

者
の
度
合
い
が
増
え
た
。
福
祉
事

務
所
は
門
前
払

い
で
、
行
政
は

頼
れ
な
い
。
民

間
団
体
の
支
援

に
は
限
界
が
あ

る
。
誰
も
が
日

本
で
生
き
ら
れ

前
を
向
い
て
歩

け
る
社
会
に
す

る
た
め
、
政
権

交
代
が
必
要
」

と
話
さ
れ
た
こ

と
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

今
こ
そ
本
物
の
政
権
交
代
を
！
９
・
19
行
動

自
民
党
総
裁
は
誰
が
な
っ
て
も
ア
ベ
・
ス
ガ
継
承

い
の
ち
と
く
ら
し
、人
権
を
守
る
政
権
を
！

10
・
４
臨
時
国
会
開
会
日
行
動

自
民
党
総
裁
は
誰
が
や
っ
て
も
同
じ

本
気
の
野
党
共
闘
で
総
選
挙
勝
利
へ

集会に参加した立憲野党の国会議員

自
宅
放
置
の
コ
ロ
ナ
死
は
人
災

誰
も
が
生
き
ら
れ
る
社
会
の
た
め
に
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行
政
、
市
民
、
労
働
者
等
の
意
見
交
換
で
有
意
義
な
集
会
に

　

東
京
清
掃
の
自
治
研
集
会
が
、

10
月
３
日
、
一
橋
ホ
ー
ル
（
教
育

会
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
省
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
長
が

　

プ
ラ
資
源
循
環
促
進
法
を
解
説

　

江
森
委
員
長
、
染
自
治
労
東
京

委
員
長
の
挨
拶
、
坂
部
副
委
員
長

の
基
調
提
起
に
続
き
、
環
境
省
環

境
再
生
・
資
源
循
環
局
総
務
課
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
室
長
平
尾
禎
秀
さ

ん
か
ら
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る

資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
尾
室
長
は
、
Ｇ
20
「
ブ
ル
ー
・

オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」（
50
年

　

集
会
後
半
は
、『
ご
み
収
集
と
ま

ち
づ
く
り
』
著
者
の
藤
井
誠
一
郎

大
東
文
化
大
准
教
授
を
交
え
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
多
田

書
記
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
で「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化
と
ご
み
減

量
」
を
テ
ー
マ
に
、
収
集
・
運
搬
、

工
場
に
お
け
る
問
題
点
や
労
働
条

件
の
変
化
な
ど
、
藤
井
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
討
論

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
も
含
め
行

政
、
市
民
、
労
働
者
の
熱
の
こ
も
っ

た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義

な
集
会
に
な
り
ま
し
た
。（
箱
田
）

ま
で
に
海
洋
プ
ラ
ご
み

に
よ
る
追
加
的
汚
染
ゼ

ロ
目
標
）
に
基
づ
く
法

整
備
と
実
践
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
全
量
分
別
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
、

昨
年
６
月
開
始
の
「
レ

ジ
袋
無
料
配
布
廃
止
」

で
レ
ジ
袋
辞
退
率
が

80
％
に
達
し
た
こ
と
な

ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
半
は
パ
ネ
ル

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
東
京
清
掃
再
任
用
組
合
員
は
退

職
者
会
の
会
員
で
す
」
と
言
う
と

「
え
っ
？
そ
う
な
の
」
と
い
う
反
応

が
返
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
東

京
清
掃
本
部
が
行
っ
た
「
退
職
者

会
の
会
員
拡
大
に
向
け
た
各
支
部

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
退
職
者
会
の

認
知
度
は
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

東
京
清
掃
で
は
、
再
任
用
組
合

員
に
な
る
と
自
動
的
に
「
準
会
員
」

と
し
て
退
職
者
会
の
メ
ン
バ
ー
に

な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
準
会
員
」っ
て
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
準
会
員
」
は
、
▼
退
職
者
会
の

東
京
清
掃
第
57
年
次
地
方
自
治
研
究
集
会

コーディネーター：多田書記長　　　　　　　
　　パネリスト：藤井さん、西村副委員長、森田常任

環境省平尾室長による講演

2019 年 11 月 29 日　　　
国立近代美術館工芸館にて

今
月
か
ら
再
任
用
準
会
員
の
み
な
様
へ

　

退
職
者
会
機
関
紙
を
お
届
け
し
ま
す

役
員
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
会
費
を
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
（
組
合
費
と

の
二
重
取
り
を
し
な
い
）。

▼
退
職
者
会
の
行
事
や
行

動
に
参
加
し
て
も
、
退
職

者
会
か
ら
は
交
通
費
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
（
支
部
か

ら
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）。

▼
完
全
退
職
後
、
正
会
員

の
加
入
手
続
を
と
ら
な
い

と
自
動
的
に
退
会
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
は
「
正
会
員
」
と
何

ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
退
職
者
会
が

行
う
行
事
や
行
動
へ
自
由
意
思
に

よ
り
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
準
会
員
の
み
な
さ
ん

に
機
関
紙
を
届
け
な
か
っ
た
の
は
、

物
理
的
に
作
業
が
大
変
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
退
職
者
会
の

存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
東
京
清
掃
の
協
力

を
得
て
機
関
紙
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
準
会
員
」
っ
て
な
に
？

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く


